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例 言

1.本むは、新潟県刈羽郡西山町大字浜忠字井ノ町に所在する井ノ町遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、県営ほ場整備事業に伴い西山町が柏崎脳地事務所と費用負担契約を交わして実施した。

3.調査主体は西山町教育委員会であり、分布調査は新混県教育庁文化行政課職員の派遣を受けて実施し

た。発掘調査は平成10年10月8日から固年12月24日までの延べ40日間行い、引き続き平成13年 3月31

日まで報告書作成を行った。調査体制等は調査経緯の項で述べる。

4.調査費用は90％を農政部局が、残りの10％を文化財保獲部局が負担した。保護部局分の50％は国庫補

助金、 25％は県痰補助金を受け、残りの25％を西山町が負担した。

5.遺物の注記には「 IN」の略号を用い、調査年度である98を付した。出土資料及び記録は西山町教育

委員会で保管している。

6.本報告書の作成は中島義人の指示のもと斃理作業員が行い、本文の執筆はすべて中島が行った。

7.本文 ・図版中の北は真北をさし、磁北は真北より西偏約7度34分である。

8.遺物実測図の縮尺は、柱根 1: 8、土器類大型品 1: 4、その他1: 3を基本とした。

9.遺構の表記には以下の略号を用いた。

掘立柱建物… SB 土坑•••SK 柱穴 ・ ピット ・ ••SP 溝•• • SD

10.土器実測因は断面黒塗りのものが須恵器 ・珠洲焼きで、梨地が灰釉陶器、他のものは土師器である。

土師器の黒色処理が施されている部分は濃い梨地で表した。

11. 遺構平面図の作成及び諸測品、空中写真の撮影は側朝日航洋に委託して行った。

12.現場の士色観察及び土器の色調観察には r新版標準土色帖J（小山・竹原

13. 発掘調査においては地元浜忠集落の皆様の多大な御理解 ・ 御協力をいただきました。また、大崎 • 石

地 ・大津集落の皆様からは、調査作業員として御協力を賜りました。

1967)を用いた。

ここに厚くお礼申し上げます。

14.発掘調査から報告書作成に至るまで以下の方々及び機関から御教示 ・協力を頂いた。記して感謝申し

上げます。（敬称略 ・順不同）

宇野隆夫

笹沢正史

春日真実

高橋 勉

加藤 学

田辺早苗

JI|村 尚

望月精司

北野縛司 北村 亮 田中 亨

新潟県柏崎農地事務所

新潟県教育庁文化行政課 闘新潟県埋蔵文化財調査事業団 刈羽村教育委員会
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第 I章調雀に至る経緯

西山町では平成8年度から浜忠地区において県堂ほ場整備事業が実施されることとなり、柏

崎農地事務所から町教育委員会に埋蔵文化財に関する照会があった。これをうけて、町教育委

員会は新潟県教育庁文化行政課と協議し、工事範囲内に周知の遺跡は確認されていないが地形

的に遺跡の存在が予測されることから、文化行政課職員の派遣を要請、職員の指導のもとに事

業計画地内の分布調査を実施した。調査の結果、平安時代の須恵器 ・土師器を中心とする遺物

が多量に採集され、遺跡が存在する可能性が濃密になった。そのため、平成11年度工事予定範

囲のうち掘削を伴う範囲において試掘調査を実施したところ、平安時代の須恵器 ・土師器とと

もに遺構が確認された。これらの結果をもとに、柏崎農地事務所と県教育委員会文化行政課 ・

町教育委員会の間で協議を行い、工事による掘削が遺物包含層に及ぶ範囲の約2,500nfにおいて

遺跡の記録保存を目的とした発掘調査を工事に先立って実施することとなった。柏崎農地事務

所長は平成10年 8月5日付け柏農地第1492号で文化庁長官へ文化財保護法第57の3第 1項の規

定による通知を提出した。また、平成10年 7月23日付けで、柏崎殿地事務所と西山町が発掘調

査の費用負担契約を交わし、西山町教育委員会が主体となって発掘調査を実施した。文化財保

護法第98条の2による通知は平成10年10月26日付け西教第266号によって、西山町教育長から文

化庁長官へ提出した。

各調査の調査体制及び期間は以下の通りである。

分布調査（平成9年 3月5・ 6日）

調査主体 西山町教育委員会（教育長 三嶋千穎）

事務局 伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長）

調査員北村亮（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）

吉田淳一（ II 
主任調査員）

試掘調査（平成9年 9月29日～10月 1日）

調査主体 西山町教育委員会（教育長 三嶋千穎）

総 括伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長）

庶 務力間久代（ 主査）

調査員北村亮（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）

山田聡（ II 文化財調査員）

発掘調査（平成10年10月 8日～12月24日）

調査主体 西山町教育委員会（教育長 三嶋千穎）

総 括伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長）

庶 務力間久代（ II 副参事）

調査担当 中島義人( // 主事）

ー



第II章遺跡の環境

1.地理的環境

西山町は新椙県の中央よりやや南西の海岸沿い、柏崎平野の北部に位置する。行政区域は約

56.63k乱を測る。町の地勢の多くは山間地であり、南南西から北北東へ走る曾地丘陵と西山丘陵、

両丘陵の構造線に直行して派生する支尾根によって形成される。平野部は曾地 ・西山両丘陵の

間を南流して柏崎市内で鯖石川に合流する別山）ii沿いと支尾根間の谷に形成される。

井ノ町遺跡が立地する浜忠地区は西山丘陵から西の海岸へ派生した支尾根に挟まれた谷に位

置する。遺跡は海岸から約1.8km入った尾根の裾、西山丘陵から日本海へ流れ込む仁位殿川の北

岸の水田下より見つかった。

2.歴史的環境

西山町は現在刈羽郡に属しているが、律令制期には古志郡、その後 9世紀初頭に分立した三

嶋郡に属した。刈羽郡という呼称は14世紀の文書で私称されたのが初見で、江戸時代に公称さ

れたとされる。北陸道諸国は古墳時代には越国の一国であった。これが、天武もしくは持統朝

期 (680~690年頃）に越国が三分割され、古志郡は頸城 ・魚沼 ・蒲原郡とともに越中に属した。

その後、8世紀初頭にこれら四郡は越後の国に繰り入れられた。三嶋郡には三嶋 ・高家 ・多岐

の3郷があったとされ、別山川流域は多岐郷であったと考えられる。また、郡内に6社あった

とされる延喜式内社のうち二田物部神社 ・御島石部神社 ・石井神社 ・多岐神社の 4社の名が町

内に残っている。

西山町では現在確認されている遺跡は塚群や城館跡を除くとそれほど多くない。新潟県迫跡

台帳に登録されている町内の埋蔵文化財包蔵地は173件（平成13年3月現在）あり、内訳は集落跡 ・

遺物包含地18件、城館跡11件、製鉄跡1件、 塚142件、石塔1件であり、塚がその80％以上を占

めることとなる。

町内で古墳時代及び古代の遺跡で内容が把握できる遺跡は未だ少ない。商塩B遺跡は石地海

岸近くの砂丘上に立地する遺跡で、追構は確認されなかったが古墳時代前期と後期の遺物が出

土している。前期の遺物は布留式古段階に平行し、 S字状口縁甕や鉄兜型鉢などが出土してい

る。また、後期では黒色処理を施した碗や、平底長胴の甕、甑などの土師器が出土している。

尾野内遺跡は別山川左岸の曾地旧領裾の平坦部に立地し、竪穴住居が 1棟、 9世紀後半から10

世紀代の須恵器 ・土師器が出土している。畠田遺跡は古墳時代後期を中心とする遺跡であるが、

古代の遺物も出土している。古墳時代後期の遺物には黒色処理を施す碗や甕などの土師器のほ

かに須恵器の蓋杯 ・高杯 ・槌などが出土しており、竪穴住居が4棟検出された。古代の遺物は

少ないが須恵器杯 ・壷 ・甕、土師器碗などが出土し、畝状遺構が検出された。宮ノ前遺跡は現

在撒理中であるが、畠田遺跡に隣接する迫跡で、古墳時代後期 ・古代 ・中世の遺物 ・逍構が検

出された。古墳時代の道物には須恵器蓋杯や聡、土師器などがある。古代では、須恵器 ・土師

2 



第 1図 井ノ町遺跡と周辺の遺跡 (S= 1 : 25. 000) 3 
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第 2圏 井ノ町遺跡と周辺の地形 (S= 1 : vu, 



器碗 ・灰釉陶器が出土している。また、掘建柱建物も多数確認している。このほか未調査の逍

物包含地として、坂田追跡 ・野崎逍跡などがある。

第IlI章調在の概要

1.調査の方法

調査に用いるグリッ ドは国土座椋を用いて5m方眼で設定した。y軸を真北にあわせ南から

北へ、直行するX軸は西から東へ番号を付した。包含岡出土の遺物はこのグリッド単位で取り

上げを行った。

2.基本層序

基本層序は上から耕作土、青灰色粘土（盛土）、灰褐色粘土（盛土）、暗灰色粘土、にぶい赤

褐色粘質土、暗褐色粘夜土、にぶい橙色粘質士（地山）、青灰色粘質シルト（地山）の順である。

遺物包含層は暗灰色粘士屈から暗褐色粘質土層である。

3.遺構

井ノ町遺跡で検出された遺梱には掘立柱建物 (SB)、土坑 (SK)、溝 (SD)、柱穴 (SP)、川

跡がある。用途不明の大型の遮梢は全て土坑に含めた。

SB 1 桁行3間、梁行2間で南西面に廂が付く。主軸方位はN-52°-Eである。柱間は桁行

きが2.4m、梁行きが2.5mでそれぞれほぽ等間隔である。廂を含めた面積は45.47面を測る。S

K225を切り、SB2 ・ S K287に切られる。柱穴堀方は一辺約 lm前後の方形で、遺構確認面

からの深さは約0.8mである。廂の堀方直径は60cm前後の円形である。SP 173 ・ 193 ・ 230 ・ 241 ・ 

283 ・ 284 ・ 174から柱根が出土している。柱穴埋土から須恵器杯蓋 ・有台杯 ・無台杯・横瓶、士

師器甕が出土した。

SB2 桁行3間、梁行2間で、全壁の中央でやや広がる。。 主軸方位はN-45°-Wである。

柱間は桁行きが1.6m、梁行きが2.4mで、面稼20.53nfを測る。SP233がSBl柱穴SP234を

切る。柱穴堀方は70cm前後の円形である。SP233から土師器甕の口縁部が出土した。

SB3 桁行2間、梁行 1間で、主軸方位はN-30°-Wである。面租9.57nfを測る。柱穴堀方

は30~40cmの円形である。SP167から須恵器有台杯の口縁部が出土した。

S B4 桁行3間、梁行2間で、主軸方位はN-37°-Wである。面梢35.64m2を測る。SK388 

を切る。柱穴堀方は40cm前後の円形である。SP291土師器甕が出土した。
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第 3図 発掘調査区の位置 (S= 7 : 5,000) 
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S B 5 桁行3間、梁行3間で、主軸方位はN-50°-Wである。面和48.28面を測る。柱穴堀

方は80cm前後の円形である。SP268から須恵器有台杯が出土した。

S B 6 桁行2間、梁行2間で、主軸方位はN-44°-Wで、東西壁は中央がやや広がる。面積

20. 77rrfを測る。北西角の柱穴は検出できなかった。柱穴堀方は50cm前後の円形である。 SP137 

に柱根が残る。

S B 7 桁行2間、梁行2間で、主軸方位はN-38°-Wである。面積15.67rrfを測る。柱穴堀

方は40cm前後の円形である。

S B 8 桁行3間、梁行2問で、主軸方位はN-35°-Wである。面積18.55m2を測る。南西角

の柱穴は検出できず、他の柱穴堀方は30cm前後の円形である。 SP159から須恵器無台杯が出土

した。

S B 9 桁行2間、梁行 1間で、主軸方位はN-1°-Wである。面積2.88吋を測る。北東角の

柱穴は検出できず、他の柱穴堀方は30~40cmの円形である。 SP29 ・ 294に柱根が残る。

S B10 桁行2間、梁行1間で、主軸方位はN-6°-Eである。面積10.18面を測る。柱穴堀方

は40~60cmの円形である。

SA1 SBlの南東に位龍する 3間の柵で、全長6.16mである。堀方は30cm前後の円形であ

る。 SP280から須恵器有台杯が出士した。

S K287 長径6.5m、短径4.6mの不正楕円形の浅い土坑である。床面はゆるい凹凸が見られる。

SBl柱穴SP286 ・ S Pl93を切る。須恵器杯蓋、土師器碗 ・鍋が出土した。

S K388 長径8.4m、短径2.8mの不整形の浅い土坑である。埋土に炭化物を含む。SB4に切

られる。

S K12 長径3.4m、短径2.4mの隅丸長方形の士坑である。壁の立ち上がりはゆるく 、床面は

ほぼ平坦である。埋土は東から流れ込むように堆積する。ほぽ中央でSP389に切られる。須恵

器杯蓋 ・有台杯 ・無台杯、土師器甕、木製品が出土した。

S P389 直径40cmのピットである。SK12を切る。埋土はしまりの強い粘質シルトである。杭

が出土した。
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S K71 長さ4.3m、幅 2mの不正形の土坑で、壁の立ち上がりはゆるく、底面は凹凸が顕著で

ある。古墳時代の土師器甕が出土した。

S D51 長さ2.9m、幅0.4mの溝である。須恵器無台杯が出士した。

S K79 長径1.7m、短径1.lmの士坑で、床はほぽ平坦である。古墳時代の土師器碗が出土し

た。

S K272 2.2m(/)隅丸方形の土坑である。壁の立ち上がりは急で床面はほぼ平坦である。埋土

はほぼ水平に堆積する。須恵器杯蓋 ・ 有台杯 ・ 無台杯 • 長頸瓶 ・ 甕などが床面から浮いた状態

の第8層より上位で出土した。

S D216 長さ1.8m、幅0.4mの溝である。須恵器有台杯が出土した。

S P153 直径0.4mのヒ°ットである。柱根が出土した。

S P160 直径0.3mのヒ°ットである。土師器碗 ・甕が出土した。

S K223 直径1.2mの円形の土坑である。断面半円形で立ち上がりはゆるい。炭化物を多く含

む層が薄く広がる。追物は出土しなかった。

S K308 直径0.8mの円形の士坑である。埋土は暗褐色粘質シルトの単陪である。床面から伏

せた状態の剖物椀、須恵器有台杯 ・無台杯が出士した。

S K302 直径l.lmの円形の土坑である。浅く床面は丸みを帯びる。床面には炭化物を多く含

む層が薄く拡がり、その上に一部焼けた粘土による暦が形成されている。遺物は出士しなかっ

た。

S K338 東側が調査壁で途切れる。幅2.68mの浅い土坑で、床面はほぼ平坦である。須恵器杯

蓋 ・有台杯 ・無台杯 ・甕、土師器鍋などが床面よ りやや浮いた状態で出土した。

S K340 北と東が調査壁によって途切れる。大型の土坑で床面には細かい凹凸が拡がる。固示

し得た追物は須恵器碗一点であるが、須恵器 ・土師器の小片が多く出土している。

川跡 調査区のほぽ中央に位慨し、幅約1.5mで北北東から南南西へ走る。上流は遺跡の北側の
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谷へ伸び、下流は二位殿川に合流したものと思われる。床面及び埋土から遺物が多量に出土し

た。

4.遺物

S B 1 

柱穴埋土から須恵器・士師器が出士している。 1・ 5 ・ 122は須恵器無台杯の口縁部破片で、

1は底径が大きく口縁部はやや直立気味に立ち上がり、 5は口縁部が内湾気味に大きく開く。

122の口縁部は大きく開き、焼成は軟質である。128は須恵器無台杯の底部で器壁は薄く、外底

面にナデを施すが、ヘラ切り痕が明瞭に残る。3・ 119は杯蓋で口縁端部を折り曲げる。いずれ

も外面天井部にロクロケズリをする。 4・ 10 ・ 125 ・ 126 ・ 127は有台杯で4は口縁部が直線的に

大きく開く 。10は直立気味でやや細い嵩台を持つ。 125は直線的に口縁部が伸び、胎土に大きめ

の礫を含む。127は器壁が薄く焼成は軟質である。126は高台径13.6cmを測る。内底面に不定方

向のナデを多く行い、外底面にロクロケズリを施す。高台は外へ開く内端接地である。胎土は

緻密で大きめの白色礫を含み、焼成は軟質である。 2・ 7 ・ 8 ・ 9は土師器甕である。2は非

ロクロ成形の小型のもので口縁部内面にコゲが付培する。7・ 8 ・ 9はロクロ成形によるもの

で、 8は体部にカキメが巡る。

柱根は7本出士した。11・ 12 ・ 14 ・ 16は側面下端から底面に貫通する孔を持つ。15は下端よ

りやや上に溝を巡らせる。

SA1 

S P280より出土している。18は須恵器有台杯の底部で太く短い高台が付く。底部切り離し痕

を丁寧にナデ消す。 19は無台杯の口縁部である。

8B2 

20はSP233出土の土師器甕の口縁部破片である。口縁部が内湾して開く。

S B 3 

21はSP167出土の須恵器有台杯の口縁部である。

S B 4 

S P 291 ・ S P 287から出土している。22は土師器甕の口縁部で、端部に面を取る。23は須恵

器杯蓋で、外面頂部にヘラケズリを行い、端部を折り曲げて丸く収める。24は士師器碗で、非

ロクロ成形で、外面体部に指頭圧痕が顕著に残る。器壁は厚く、胎土に礫を多く含む。25は土

師器鍋で、ロクロ成形である。体部下半に煤が付着する。

，
 



S B 5 

26はSP268出土の須恵器無台杯である。内面にロクロナデによる段が明瞭に残る。139・ 140 

はSP367の出土である。 139は須恵器無台杯で外底面に漆書きがある。140は土師器甑で平底の

底部に剌突による孔があく。体部外面に不定方向のヘラケズリを行う。

S B 6 

27はSPl37出土の柱根である。太さ約 16 cm、残存長33.8cmを測る。底面は平坦である。

S87 

29 ・ 30は柱根である。遺存状態は悪く中空になっている。

SB8 

28はSP268出土の須恵器無台杯である。口径12cmを測る。

S K12 (31~51) 

31 ・ 32は須恵器杯蓋で、31は端部を長く垂下させ、 32は短く折り曲げる。33は須恵器有台杯

で口縁部は垂直気味に立ち上がる。34~46は須恵器無台杯である。いずれも器壁は薄い。34・ 

38 ・ 41 ・ 43は底部のヘラ切り痕が顕著に残る。35は口縁部内面に一部煤が付着する。 44は胎土

が緻密であるが白色粒子をそれほど多く含まず、焼成は軟笠で底部の切り離し痕を丁寧にナデ

消す。 36・ 37 ・ 39 ・ 40 ・ 42 ・ 45 ・ 46は胎土がやや荒く大きめの白色礫が混ざる。底部の切り離

し痕は丁寧にナデ消す。47~50は土師器甕である。 47は器壁が薄く、胎土に 1mm以下の小礫を

多位に含む。48は口縁部が短く、内面に炭化物が付着する。内外面にカキメを施す。 49・ 50は

胎土及び焼成から同一個体と見られる。口縁部は短く外反させ、内面に炭化物が薄く残る。体

部下位の内面には接合痕とカキメが見られる。

S P389 

52は杭状木製品である。先端へ向けて削った加工痕が明瞭に残る。

S K71 

53は非ロクロ成形の士師器甕で口縁部にヨコナデ、体部外面に縦のハケメを施す。

S D51 

54 ・ 55は須恵器無台杯で口縁部は大きく開く。55の口縁部内面に煤が付着する。
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S K79 

56は非ロクロの土師器碗で平底の底部から体部が内湾して開き、口縁端部で外反する。内面

にヘラミガキを行う。

S K272 (57~70) 

57 ・ 58は須恵器杯蓋で、57は天井部にロクロケズリを行う。端部は折り曲げで断面は三角で

ある。 58の口縁端部は巻き込みで断面三角で、外面天井部に丁寧なロクロナデを行う。 59~67

は須恵器無台杯である。胎土競察では3種に分けられる。 59・ 67は胎土が緻密で、器面に黒色

の吹出が目立つ。ヘラ切り痕を軽くナデ消す。 61~64の胎土は前者に似るが黒色の吹出がほと

んど見られない。いずれも口縁端部が内湾気味に収まる。 66は前2者に比して胎土が荒く、小

礫が少祉混ざる他の混入物は目立たない。底部のヘラ切り痕を不定方向のナデにより丁寧に消

す。 68は須恵器長頸瓶の頸部破片である。内面にロクロナデによる段が明瞭に残り、胎土は緻

密で堅緻である。 69・ 70は須恵器甕である。69は外面に擬格子の叩目、内面に同心円の当具痕

が残る。 70は肩部破片で、外面は擬格子叩きの後カキメを巡らす。内面の当具痕は同心円であ

る。

S D216 

71は須恵器有台杯でやや外側へ開く太い高台が付く。丁寧なロクロナデ調整を施す。胎土は

精良で焼成は堅緻である。灰白色を呈する。

S P160 

72は土師器碗で口縁部が大き く開く。調整はヨコナデである。 73・ 74は土師器甕である。 74

は外面にタテハケを施す。

S K 308 (75~78) 

75は須恵器有台杯で、外側へ開く内端接地の高台が付く。還元が不完全で、にぶい黄橙色が

混ざる。 76・ 77は須恵器無台杯である。いずれも焼成は軟質である。 78は剖り物である。中央

で二つに割れる。外面には細かい加工痕が残る。

S K340 

79は須恵器無台杯の口縁部で、端部が内湾気味に収まる。

S P27 

80は土師器高杯の杯底部である。
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S P54 

81は須恵器有台杯の口縁部で直線的に開く。

S P126 

82は須恵器無台杯である。底部が丸底気味に膨らむ。

S P127 

83は須恵器無台杯の口縁部である。 84は須恵器甕の体部破片で外面にハケ状工具痕、内面に

同心円当具痕が残る。

S K 338 (88~ 106) 

88は須恵器杯蓋で、 口径14cmを測る。口縁端部は巻き込みで断面は丸味を帯びた三角形を呈

する。 89~92は須恵器有台杯である。いずれも器壁は蒲く 、直線的に開く深い口縁部である。

90の高台は内側へ締まる外端接地である。 93~103は須恵器の無台杯である。いずれも口径に比

して底径が小さく 、口縁部の開きが大きい。胎土も類似し緻密で黒色の吹出が目立つ。 93は焼

成が軟質で口縁部に煤が強く付培する。 94の口縁部には少量の煤が付培する。 104は須恵器甕の

体部破片で外面に擬格子叩目、内面に平行当具痕がある。 105は土師器甕の口縁部である。ロク

ロ成形で、端部に面取りを行う。

S P141 

107は須恵器無台杯の口縁部で、端部がやや内湾気味となる。 108は土師器甕の底部で外面は

劣化して剥落している。 109は須恵器甕の体部破片で、外面に擬格子叩き後カキメを施し、内面

当具痕は同心円である。

SP 147 

111は須恵器甕の肩部で外面に平行叩き後カキメを施し、内面当具痕は同心円である。焼成は

軟質である。

S P188 

112は土師器碗で、口縁端部が外反する。口縁部に煤が付渚する。

S P192 

114は須恵器無台杯で底部のヘラ切り痕を荒くナデ消す。灰白色を呈し硬質である。
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S P188 

115は土師器甕で口縁端部が内湾する。器壁は薄く、焼成は良好で堅緻である。

S P200 

116は須恵器有台杯の口縁部で、直線的に開く身の深いものである。

S K225 

117は須恵器有台杯で開き気味で内端接地の高台が付く。118は須恵器無台杯で口縁部に煤が

少祉付着する。

S D255 

120は須恵器有台杯で短く開く高台が付く。口径11.8cm、器高3.7cmを測る。121は土師器鍋で

ロ縁部内面にヨコハケを施す。胎土は砂粒を多く含む。

S P292 

123は土師器甕の底部である。径4cmの平底で、体部外面に縦のハケメを施す。

S P305 

124は須恵器有台杯の口縁部である。口径12cmを測り、直線的に開く。

S P325 

129は須恵器無台杯で、底部はヘラ切り後荒いナデ調整を行う。器壁は厚く、胎土に白色の礫

を多く含む。 130は須恵器甕の口縁部である。131は有台壷の底部である。内側に締まる外端接

地の太い高台が付く。

S P344 

132は土師器高杯で短い脚部に大きく開く杯部が付く。杯部内面にヘラミガキを施す。

S P342 

133は輻の羽口である。太さ6.3cm、孔の直径1.8cmである。

S P306 

134 ・ 135は須恵器無台杯の口縁部である。134は口縁部が内湾しながら大きく開く。135のロ

縁部は直線的に開き、内面端部下にナデによる凹線が巡る。
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S K339 

136は須恵器無台杯で口径13cm、底径9.6cm、器高3.2cmを測る。胎土は粗く、白色の礫を多く

含む。

S P341 

137 ・ 138は須恵器無台杯の口縁部である。いずれも器壁は薄く 、口縁部は大きく開く。

S P386 

141は須恵器有台杯で口径13cm、底径8cm、器高7.2cmを測る。高台は内へ締まる外端接地で、

ロ縁部は直線的に伸びる。外底面にあばた状の剥離が拡がる。

S P387 

142は須恵器有台杯で内側に締まる細くやや高い高台が付く 。灰白色を呈し、胎士に白色の礫

を少菰含む。 143は小片のため明確ではないが須恵器無台杯である。胎土は粗く、器壁は厘い。

灰白色を呈する。

S D 390 (144~ 149) 

144 ・ 145は須恵器無台杯である。 144は他の無台杯に比してやや深く、胎土は粗く灰白色を呈

する。底部ヘラ切り痕を残す。 145の胎士は緻密で少量の白色礫が混入する他は精良である。焼

成は軟質である。 146~149は士師器甕である。いずれも非ロクロ成形のものである。

川跡 (150~216)

150~155は須恵器杯蓋である。 151の口縁端部は巻き込みである。 152の口縁端部は折り曲げ

て垂下させ、口縁部外縁に自然釉がかかる。 153・ 154は同部にロクロケズリを行い、 153の端部

は折り曲げ、154の端部断面形は三角である。 155の端部は短く垂下させる。

156~165 ・ 167~169は須恵器有台杯である。法盈は口径及び器高から 4種に分けられる。胎

土は大きく 2種に分類でき、やや粗く白色礫を含む165・ 168と、緻密で白色粒子を多く含むも

のに分けられる。 168は外底面と、体部外面に墨書を持つ。外底面には「文」の記号が、体部は

破損しており一端のみが残る。 169の外底面には「x」と見られる漆書きがある。

166 ・ 193は須恵器有台碗である。 166は体部が内湾して立ち上がり、口縁部で外反する。高台

は短く開く内端接地である。胎土は165に似る。 193は外端接地の細く長い高台が外へ開きなが

ら伸びる。

170~192は須恵器無台杯である。法最は1種で口径11~13cm、器高 3cm前後である。器形は

ロ縁部が大きく開くものが多い。墨書は170・ 175 ・ 177 ・ 181が体部外面に「木」、 171・ 191が体

部外面に「禾？」、182が体部外面に 「不」、 176は体部外面に判読不能のものを持つ。 174は外底
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面に判読不能の、 184は体部外面に「介」、 192が外底面に「ア」の漆書きを持つ。

194は有台壷の底部で太く開く高台が付く。外底面に黒色の付着物が厚く付く。 195・ 196は広

ロ瓶である。口縁端部は外側に凹みを持つ面を取る。 197は甕もしくは瓶類の口縁部である。ロ

縁部に自然釉がかかる。

198 ・ 199は横瓶である。 198は外面に擬格子叩き痕、内面に同心円当具痕が残る。閉塞部は粘

土板を外面より張り付け、内面の接合痕が明瞭残る。外面接合部は丁寧なロクロナデにより消

される。 199は外面に擬格子叩目、内面に同心円当具痕が残る。外面閉塞部の近くにナデを施し、

内面閉塞部付近には布の圧痕が残る。200・ 201は横瓶の体部破片と見られる。200の外面は擬格

子叩目、内面に平行当具痕、 201の外面は平行叩目、内面には同心円当具痕が残る。 202は甕の

体部破片で外面に擬格子叩目、内面に同心円当具痕が残る。

203~206は土師器甕である。203は端部外面に面を取り、口縁部内面に炭化物が強く付着する。

204は口縁端部を内側に巻き込んで収める。205は口縁部が内湾して開き、端部外面に面を持つ。

206は甕の底部で、平底で調盤はロクロナデである。

207~211は土師器鍋である。211の外面体部下半に平行叩目が残る。外面体部に煤が強く付き、

内面は頸部より下が変色する。

212は竃の支脚である。外面に粘士積み上げ痕が残る。213は土錘である。全長10.3cm、幅3.3cm

を測る。棒状工具に粘土を巻き付けて作られたと見られる。外面は指頭圧痕により凹凸が目立

つ。

214は曲げ物の底部である。直径16cm、厚さ 1cmを測る。 215・ 216は樋状の木製品である。加

工痕は確認できない。

包含層出土遺物

217~234は須恵器杯蓋である。217~219・ 225 ・ 233は外面頂部にロクロケズリを行う。

235~248は須恵器有台杯である。 235は還元が不十分で褐色を呈する。243は内底面に自然釉

がかかる。

249~280は須恵器無台杯である。形態から口縁部が大きく開きやや身の浅いものと、口縁部

の開きが小さく深めのものに分けられるが、法量はそれほど変わらない。 277は外底面及び底部

と体部の坑にロクロケズリを行う。 269・ 280は体部外面に「木？」、 279は外底面に「千」、 278

は外底面に「ヌ」墨書がある。

281 ・ 285は須恵器有台碗である。281は細く高い高台が付く。285は口縁部が内湾して収まり、

やや高めの高台が付く。

282~284は有台杯である。 口径に対し底径が大きく、口縁部が外反する。

286は須恵器無台碗である。底部は国転糸切り無調整である。体部は内湾して立ち上がる。

287は土師器有台杯である。低く内端接地の高台が付く。

288~291は土師器無台杯である。いずれも口縁部は直立気味に立ち上がる。
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292~294は土師器無台碗である。 292は回転糸切り痕を明瞭に残す。 293は口縁部が外反する。

294は内面に黒色処理を施す。

295は灰釉陶器の有台碗である。外底面に回転糸切り痕を残し、内面に淡緑色の灰釉をハケ塗

りする。高台は丸味を帯びた三日月病台である。

296~300は壷蓋である。 296・ 297は擬宝珠の、 298はボタン状のつまみが付く。 298の口縁端

部は、外面に面をもつ。

301 ・ 302は短頸壷でいずれも口縁端部を丸く収める。

303~305は有台壷の底部である。 303・ 304の高台は太く外端接地である。 305の体部は球形に

張り外面に横方向のヘラケズリを行う。内底面には指頭圧痕が残る。

306~308は長頸瓶である。307は頸部中位に2条の沈線が巡り、口縁端部は尖り気味に収める。

308は口縁部が大き く拡がり、端部外面に面を持つ。

309~311は須恵器横瓶である。 309は外面に擬格子叩目、310は内面に同心円当具痕が、 311は

外面に擬格子叩目が、内面に平行の木目が目立つ同心円当具痕が付く。

312は須恵器鉢である。体部が大きく開き、口縁部で屈曲して端部に面を持つ。口径27cmを測

る。

313~320 ・ 322~331は須恵器甕である。313の外面叩目は擬格子、内面当具痕は平行である。

315は還元焼成が不完全で軟質である。 外面は平行叩き後ほぽ全体にカキメを施す。319は口縁

部外面に波状文を施す。 320は口縁部外面に 2段の沈線を施した後波状文を2段巡らす。

321は須恵器鉢の底部である。外面ヘラケズリ、内面にハケ状工具によるナデを行う。

332~353は土師器甕である。多くは表面が劣化・ 摩滅しており調整は不明である。333・ 337 

は外面にタテハケ、内面にヨコハケを行う。 347は体部外面にタテハケを行い、外面体部下半に

煤が強く付く。

354~359は土師器鍋である。いずれもロクロ成形と見られる。

360~362は土師器杯である。360は口縁部にヨコナデ、体部下半及び底部に不定方向のヘラケ

ズリを行う。口縁部は内湾して収まる。 362は口縁部が外反する。

363 ・ 364は土師器高杯の脚部である。いずれもやや太めの脚柱部から外反しながら裾に至る。

365は鞭の羽口である。孔の径は約2.5cm、胎土に砂粒が多く混ざる。

366~372は竃の支脚である。いずれも粗雑な調整で、粘土紐積み上げ痕が顕著に残る。すべ

て、被熱により外面が劣化している。

374は磨製石斧である。刃部幅3.6cm、全長5.3cm、厚さ1.1cmを測る。石材は蛇紋岩である。

375は珠洲焼きの播り鉢である。 口縁部に波状文を施す。

376は古銭で、「淳化元賓」である。

377~405は鉄滓である。いずれも包含層の上部から出土した。
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ま と め

井ノ町遠跡は刈羽郡西山町大字浜忠字井ノ町に所在する。遺跡は西山丘陵の構造線から海岸

へ派生する支尾根の裾、 二位殿）IIの北側に位置する。現況は水田で、標高は約llmである。遺

跡は県営圃場整備事業浜忠地区に伴う分布調査によって発見され、工事に先立って発掘調査を

おこなった。発掘調査面積は約2,500m"である。検出した遺構 ・ 遺物は奈良 • 平安時代が中心と

なる。

奈良時代 当期のものと明確に捉えられる遺構は確認できない。造物は包含層及び平安時代の

遺構に混入して出土した。土師器杯 ・面杯などはミガキ調整を行わず、ナデもしくはヘラ削り

調整で仕上げられる。土師器甕は非ロクロ成形で、外面にハケメやヘラ削りを施す。須恵器で

は有台杯 ・長頸瓶などがみられる。有台杯は内底面に仕上げナデがあり、外底面にヘラ削りを

行うものもある。時期は8世紀前半頃と考えられる。

平安時代 当期のものと捉えられる遺構には掘建柱建物、土坑、溝、川跡などがある。掘立柱

建物のうちSB1・2・3・4・5・8の柱穴から平安時代の遺物が出土している。 SBlの

柱穴は一辺約 lmの方形という奈良 • 平安時代の特徴的なものである。 SB2 はSB l の柱穴

を彫り込んで建てられており、規模もほぼ同様なことから、ほぼ同位置に立て替えられたもの

とみられる。これらの建物のすぐ東には遺跡を貫く川跡がある。下流は現二位殿川へ通じ、海

へ出られたとみられる。上流は北側の丘陵裾の入り組んだ谷に通じる。遺跡の包含層や若干の

遺構から鞘の羽口や鉄滓などが出土することから、現在把握していない製鉄遺跡が存在し、こ

の谷の斜面などで鉄生産が行われ、その遺物が流出してきたのではないかと考える。

出土士器類には須恵器 ・士師器・灰釉陶器がある。須恵器の多くは佐渡小泊窯産のものであ

る。遺物の出土醤が多い遺構ではSK12 ・ S K272 ・ S K338 ・ JI/跡が挙げられる。 SKl2の小

泊窯産須恵器無台杯は口径に対して、底径が比較的大きく口縁部の開きはそれほど大きくない

ものがほとんどである。これは小泊窯産の中でも古相のものである。これに比べSK272 ・ SK 

338の須恵器無台杯には底径が小さく 口縁部が大きく開くものが見られ、SKl2より新しい様相

が伺える。また、川跡出土の遺物は他の遺構より時期差を考慮する必要はあるが、無台杯はロ

縁部の開きが大きいものが多く見られる。包含層から出土した灰釉陶器は三日月森台の外面下

半の稜は不明確で、 9世紀後半から10世紀前半頃のものとみられる。墨書土器は13点あり 、体

部外面に「木」「禾」「千」などが書かれているが、その意味 ・目的は不明である。

これらのことから、遺跡は 8世紀前半 • 9世紀前半から10世紀初頭前後頃まで存続したと考

える。また、北側の丘陵における鉄生産との関連が想定できるが、今後の調査の課題である。
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井ノ町遺跡出土遺物観察表

Na 遺構 建物 樟泊 器種 n径 底径 器品 指欲
残存

潤幣 胎土 焼成 色調 偏店
X /36 

I SPJ7,J S131 須恵器 無台杯 12 0 8.6 3 3 27.5 6.7 ヘラ切りナデ
黒色吹／ll.

還元硬質 i7灰
1チャート

2 SPJi,1 SB! 上師器 甕 3 0 裳母 普 浅拭椛
I外直i煤 ・ロ舷部内血コ

'，， 

3 S1'172 SBl 須恵料 杯登 13.6 I 0 頂部ケズリ 還元硬買 暗灰

4 SPl72 SB! 須恵器 (i台杯 12.0 2.6 還元やや軟質 灰黄褐

5 S1'172 SB! 須恵器 燕台ff; 12.0 4. 7 還元硬釘 '，'，'灰

6 SP172 SB! 須恵器 潰瓶 12.0 4.0 還元硬質 灰

7 SP172 SB1 土師僻 甕 27.0 3, 2 杵 汲黄澄

8 S1'193 S81 土師器 甕 20.0 18 5 外ーカキメ 良 浅黄橙

9 SP!93 SB! 上師器 甕 6 4 袴 橙 外面煤

10 S1'286 SBI 須恵器 1j'台杯 14 2 7 2 5.9 41 5 2 0 ヘラ切りナデ 還冗硬質 灰 (ft)
II SPl73 SBl 注 詐繍は往計測衷に

12 S1'193 S81 註 詳組は柱計測表に

13 51'230 SB! 住 詳細は柱計測表に

14 SP糾I SB! 柱 9t緯は柱計測表に

15 S1'283 SB! 柱 詳細は柱計測表に

16 S1'28'1 SB! 柱 詳細は柱計測表に

17 SPI74 SB! 柱 詳細は柱計測表に

18 SP280 SAi 須恵器 有台杯 8 2 ヘラ切りナデ 還元硬吠 WJ火
19 SP280 SAi 須恵器 熙台tf; 12 0 6 8 還元硬質 仄fl
20 SP233 SB2 上師器 甕 16 0 3 5 礫 抒 浅黄t3.
21 SPJ67 S83 須恵器 有台杯 12.0 39 還元硬質 ft灰
22 SP291 SBI 土師器 甕 22 0 5 2 端部に面 砂粒 良 1:J<I~ 
23 SP287 SB4 須恵器 杯必 12 0 2 7 頂部ケズリ 還冗硬質 暗灰

24 S1'287 S&l ::l:師甜 碗 13 0 6 0 ,1.3 33 I •I O 非ロクロ 礫 跨 ほ 内面煤

25 SP287 S81 ＿l：師器 錢 3 2 l 2 抒 浅阻 外面（本部に煤

26 SP!59 SB5 須恵器 撫台t1: 12 0 0 5 還冗硬質 灰

27 SP137 SB6 住 詳細は柱計測表に

28 S1'268 S88 須恵器 照台杯 12 0 I 0 還元硬質 灰

29 SP29-I S87 柱 詳細ば柱計測表に

30 SP293 S87 柱 詳細は柱計測表に

31 SK12 須恵器 杯蓋 15 0 2.0 還元やや軟質 灰（J
32 S1<12 須恵器 杯盈 15.0 3.5 還元硬質 明i't灰
33 S1<12 須恵器 -H台杯 13 0 1.6 遠元硬質 ,'t灰
31 SK]2 須恵器 燕台杯 II 6 7 5 3 2 切 6 23 0 ヘラ切り無調整 匹元硬質 i‘I灰
35 SK12 須恵器 慧台杯 11.8 8.2 3.0 25.4 18.6 ヘラ切り十デ 遠元硬質 1'1灰 n様部内面に煤f•t沿
36 SK12 須恵器 熊台杯 12.0 8, 0 3.0 25.0 5.5 ヘラ切りナデ 還元軟質 灰fl
37 S1<12 須恵器 熊台杯 12.0 1.5 還；；；硬質 灰11
38 SK12 須恵器 無台杯 12.2 s, 0 3.3 27.0 14.5 ヘラ切り無調整 還元硬質 i’f灰
39 S1<12 須恵器 熊台杯 12.4 S.2 3.1 25.0 9 7 ヘフ切りナデ 還元綬質 灰

,10 SK12 須恵器 焦台杯 12.-1 10.S 懇色吹出 還元穀質 ff灰
41 SK12 須恵器 熊台杯 12.6 8.0 3.2 25,,1 11.4 ヘラ切りナデ 還元硬汀 ff灰
42 SI<12 須恵器 態台杯 12 8 8Iヽ 3 0 23,, 28 5 ヘラ切りナデ 還元硬竹 明fR
43 SK12 須恵器 煕台．杯 12 6 8,0 :1 4 27 0 15 3 ヘラ切り無調整 遠元硬質 11B 
,1,1 SK12 須恵器 熊台杯 13.2 8.ヽI 3.S 28.8 l6. 7 ヘラ切りナデ 還元軟質 B:tI 
45 SK12 須恵器 撫台ff; 13 0 3.0 還元やや献貫 灰白

46 SK12 須恵器 無台杯 14.0 1.3 還元款質 灰Fl～浅貨恨 外面陳化

,17 SK12 土師器 甕 13.<l 9.0 砂柁 良 橙

48 SK12 土師器 甕 1•1.0 2.7 普 浅黄橙 II粒部内而にコゲ

、19SK12 土師器 規 14.2 3.5 苔 浅貨橙 日iそ部内面にコゲ

50 SKI2 ±師器 甕 7.ヽI 普 浅貨橙

51 SK12 柱 詳維は柱計濶表1こ

52 SP389 往 詳細は往計測表に

53 SK71 土師器 甕 16.0 30 外一縦ハケメ 良 橙

54 SD51 須恵骰 焦台打； 12.0 2.5 還,c款tr 灰

55 SD51 須恵器 燕台杯 12.0 7,0 2.6 21. 7 7.0 還元硬質 ff灰 ロIt部に煤少依rt府
56 SK79 土師器 鉢 12.ヽI 6. 4 5.6 2 5 チャート 良 浅貨ほ

57 SK272 須恵器 ＂洩i 13.0 2.0 外ーケズリ 還元硬償 灰白

58 SK?:12 須恵狛 杯甚 14.4 2.3 16 5 還冗硬ff S'J，り
59 SK272 須恵牲 無台杯 ll 8 7 0 2.5 21 2 3.0 ヘラ切りナデ 黙色吹lll 還冗硬竹 研胄灰

60 SK2i2 須恵器 無台杯 12.0 so 還元硬質 i1灰
61 SK272 須恵器 無台tl; 11.8 7.2 3.0 25.、115 0 ヘラりJ,)ナデ 還元硬質 l’1/;li. 
62 SK272 須恵器 無台tr: 12 2 7 6 3.0 216 22 5 ヘラ切りナデ 還元硬1t I汎KrJ
63 SK272 須恵器 無台杯 13 0 I 7 還冗硬釘 ff灰
61 SK272 須忠器 無台tr- 13.0 5 0 摂色吹出 還冗硬貫 灰

65 SK272 須恵器 無台杯 13.0 30 還元硬灯 硝灰

66 SK272 須恵器 無台杯 12 8 7.8 3.9 30 5 6 0 ヘラ切りナデ 還元綬貫 灰白

6i SK272 須恵器 無台杯 7.8 ヘラ切りナテ 遠元硬質 I’f灰
68 SK272 須恵器 艮頸瓶 還冗硬れ 灰I'1 内面に自然稀

69 SK272 須．ぷ器 甕 外一擬格•{· 内一l"l心円 還元硬質 仄fI

70 S1<272 須恵器 児
外一擬格~f.カキノ 内一l•I

酸化硬1・t 紫灰
、r、"

71 SD216 須恵器 (i台杯 9.2 還冗硬笈 灰

72 S1'160 土師器 碗 1'1.0 3.0 普 浅貿但 内外に煤

73 SPl60 土師器 甕 15.0 3,0 仔 浅黄橙

7ヽISPl60 土師器 甕 17.0 4 0 外一縦ハケメ 惰 椛

75 SK308 須恵器 布台杯 7. 4 ヘラUl')ナデ 還元硬貸 灰

76 SK308 須．1!:(器 無台杯 還）じ軟質 灰

77 SK308 須恵器 無台杯 13.0 5.2 還JC軟竹 灰白

78 SK308 木製品 剌物椀 16.4 6.6 6.6 
79 SK340 須恵器 無台杯 l3.0 1, 3 還元硬代 ff灰
80 SP27 上師僻 滴IT- 内，＇，I,¥処渭 海綿骨針 廿 橙
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池 遺 情 建物 積項 骰種 IIt登 底径 器祁 指故
残存

調整 胎；I~ 焼1戊 色潤 備考
x/36 

81 SIもl 須恵骰 (i台杯 13 0 2.0 還元硬貸 灰

82 SP126 須忠器 熊台tィ； 7 0 ヘラ切りナデ 還元硬買 灰

&1 SP127 須忠器 焦台1:f; 12 0 3.0 還元やや軟質 灰

S.I S1029 須忠器 甕 外ーハケメ 内一l.1心Pl 遠元硬質 ft灰
85 SPl53 柱 詳細は往計測表に

86 SP39 柱 詳緯は柱計瀾表：こ

87 SP48 柱 詳繍は柱計測表に

S8 SK338 須恵器 ti澄 11.0 2. 7 19.0 ヘフ切りナデ 還元硬質 灰

茫ISK338 須患器 有台杯 13.0 9.0 還元硬質 灰

90 SK⑱8 須恵器 -h台杯 13.4 6.8 5 6 ,l!.s 2.0 ヘブ切’)十デ 還冗硬質 灰

91 SI<:'I.'l8 須恵器 布台杯 l5.U 5,0 還9じ硬貸 灰

92 SIC沿8 須i（器 布台杯 l5.0 3.0 還元硬質 灰

93 SK338 須忠器 燕台ti: 11.8 7.6 3.0 25.4 15.0 ヘラl:IJりナデ 海綿け針 還7c歓質 灰白 口絃部に煤多く付着

94 SK翁 須恵器 煕台t1: ll.8 7.0 2.9 24.6 30.5 ヘラl!fJI)ナデ 還元硬質 灰 ロ粒部：こ煤付店

95 SK霙 須恵船 照古tf 11.8 7.4 3.0 25. 4 11.9 ヘラCIJし）無調整 黒色吹ui 還冗5更質 灰

96 SK魯 須忠器 熊台II: 12.0 7.0 3.3 27.5 8.3 ヘラ切りナデ 昂色吹出 還冗硬質 灰

97 SK338 須恵器 照台杯 12.0 6.6 3. 1 25.8 15.8 ヘラ切りナデ 汀冗やや軟質灰 n緑部に煤少蘊付沿

98 SK3:'l8 須恵器 無台杯 12.0 7.4 2.8 23.3 26 5 ヘラ切り弱いナデ 還フc硬質 W灰

99 SK338 須恵器 無台杯 12.4 7.6 3.0 2-t.2 29.3 ヘフ切り熙調咬 還冗硬買 ft灰
IOO S1(338 須恵器 照台杯 12.4 7.4 2.8 22.6 10.6 ヘラ切りナデ 黙色吹出 還7じ硬質 腎灰

101 SK338 須恵器 無台tf 13.0 7.8 2.9 22.3 14.0 ヘラ切り無躙整 還元軟質 灰

102 SK33S 須恵器 無台杯 12.8 7,6 2.9 22.7 12.8 ヘラ切りナデ 刃•几硬質 ft灰 ロ緑部に煤少:Iii:/寸名
103 SK露 須恵器 焦台杯 1 3, 0 5.0 還冗硬質 ft灰
10-1 SK338 須忠器 甕 外一擬格子内一平行 還冗硬質 1摩l¥`灰

I05 SK338 上師器 甕 32, 0 1.9 舒 浅橙

106 SK338 
＂ 

詳細は柱計測表に

107 SP141 須恵器 撫台杯 12.0 2.2 還冗硬賞 胄灰

108 SPl41 」：師器甕 6.6 情 浅黄橙 外面煤

I的 SPl41 須恵習 甕
1外梃格子 ・カキメ 内 •Inj

還元硬質 灰
、1,、1"

110 SP 14 l 上師船 鍋 良 橙

111 SPl•17 須恵器 甕
l外 1擬r6子 ・カキメ V1 4,il 

酸化やや軟灯 橙
心Ill

I 12 S1'188 J:師弱 碗 12.0 5.0 情• 浅黄位 口粒部に煤

113 SP174 SBI 須恵器 n•台杯 13.0 3.4 還冗硬ft ’’f灰
IIヽISPl92 須恵器 無台杯 8 0 ヘラ切りナデ 遠元硬打 灰白（黄）

115 SP188 土師器 甕 18.0 2.0 将 橙

116 SP200 須恵器 Ir台杯 1 4. 0 2.8 還元硬質 灰El
117 SK225 須恵器 -9f台杯 7.6 還元硬灯 1'1'灰
118 S1<225 須恵器 焦台rf 12.0 7.0 2 8 23.3 3.2 ヘフ切りナデ 還元硬質 灰 n粒部に煤

119 SP24I SB1 須恵器 杯逍 12.0 3.0 頂部ケズリ 還9じ硬質 灰

120 SD255 須恵器 （［台杯 11.8 7.4 3.7 :11,1 32.0 ヘラ切りナデ 還元硬質 蹄冑灰

121 5D255 上師器 鍋 48.0 
l外—嵌ハグメ l"I II粒ffil横

雰粒・チャート 将 浅黄橙
ハケメ

122 SP277 S81 須恵器 無台杯 13.0 4.6 還元軟質 灰

123 SI9292 土師器 甕 Iヽ.o 抒 橙

124 SP:l05 須恵器 1I台{i; 12.0 3 0 還冗6更質 灰

lお SP2S.I SBI 須恵器 布台杯 15.0 1.0 還JC硬灯 明1礼灰

126 SP2&1 SBI 須恵船 1』'台杯 13.6 
l”―ヘラ切り 7スリ l'iー1J:

t11'ナデ
還元やや軟質 灰白

127 SP2S.l SB1 須恵齢 無台杯 12.0 2.0 還元軟質 灰,1
128 SP2& SB1 須恵器 無台杯 8.0 ヘラ切りナデ 還元軟質 灰白

129 SP3お 1IU，，，ょ 無台n、 13.2 9.4 3. 4 25.8 6.0 ヘラ切りナデ 遠元硬質 灰

130 SP325 須恵器 甕 内外一沈浪 遠元硬質 暗灰

131 SP325 須恵器 壺 16.0 四元硬質 灰

132 SP3-J,J i：師器 店杯 7.2 内外ーミガキ 文拇 普 浅貨橙

13.1 SP3•12 土製品 韓羽IJ

I祖 SP306 須恵船 照台杯 13.0 2.1 酸化硬買 灰黄褐色

13S SP306 須恵器 無台杯 12.0 :l.O 四元硬質 FJi. 
136 SKな 須恵器 無台杯 13.0 9.6 3.2 24.6 6.0 ヘラ切りナデ 白色礫 還元硬質 灰
137 SP341 須恵器 無台杯 13.0 4. 7 還元硬質 灰

138 SP341 多（恵器 無台杯 13 0 4.5 還元硬質 腎灰

139 SP367 SB5 須恵器 熙台tr: 12.0 7.6 3. I 25.8 27.0 ヘフ切り十デ 還元硬買 灰 底部外面に漆濤き

l40 SP367 Sl35 上師器 術 8.8 外一縦ケズリ 突母 良 浅貨橙

l~l SP瑯 須恵器 ＂・台杯 13 0 8.0 7.2 55.ヽI 3.0 ヘフ切り十デ 還•几硬質 ft灰
142 SP．お7 須忠器 布台杯 11.0 8.0 6.0 ,12.9 13.4 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰白

143 SPお7 須忠器 壺 9.0 還心繹 りi白

l41 SD3OO 須恵辟 無台杯 13.6 8.0 3.9 28. 7 12.2 
ヘプ切り照調盗外底部外

還元やや軟質 灰13
松ケズリ

145 SD3叩 須也器 燕台杯 !,! 0 3.1 還元軟質 灰白

146 SD390 土師器 甕 16.0 2.0 静 桟黄橙

147 SD390 土師器 甕 20 0 1.5 礫 許 悦

148 SD390 土師器 甕 19.0 1.0 良 浅黄橙

l-19 SD3OO 土師器 甕 5 0 
150 JII 須忠器 杯澁 ヘラ切りナデ 黒色吹Ill 還元硬質 灰

151 ) I l 須恵器 杯必 13 0 2 6 l•l.5 ヘフ切りナデ 黙色吹Ill 還元硬賞 灰((!)

l52 ) 1 1 須恵器 杯盗 1:1 0 I.ヽI !，¥＼色吹／ji 遠几硬買 灰（白） 外様に自然釉

153 ) I l 須恵器 杯凶 14.0 2,0 頂部ケズリ 還元硬質 灰

151 ) I l 須恵器 ff；蓋 1 4,0 7. 4 ヘラ切りナデ ＂郎ケズリ 還元硬質 灰I勺
155 ) I l 須恵器 杯益 16 0 5.2 ヘラ切りナデ 遠元硬貸 灰自

156 JII 須恵僻 布台杯 9.6 5. 4 4 0 ,11 7 6.0 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰

157 l I I 須恵器 1i台杯 9.8 6. 4 5 I 52 0 0.1 ヘラ切りナデ 還．jj;粍質 灰

158 l I l 須恵沿 ＂台杯 11.0 6.6 5.1 46 4 IO 3 ヘラ切りナデ 遠Je硬買 灰
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地 辺構 建物 種類 器種 ロ径 I/!;径 器高 指数
残存

潤整 胎土 焼成 色濶 脩紆
'x'36 

159 JII 須恵器 (i台杯 12 8 8 8 3. 7 28.9 I •I ヘラ切りナデ 還元硬質 明1't灰

160 )II 須恵器 ｛イ台杯 13.0 3.6 還元硬質 灰

161 /II 須恵器 •(i台杯 13.0 7.6 6.2 47 7 9.6 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰

162 J I I 須患器 イf台杯 13.0 7.8 6.2 17.7 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰

163 /II 須忠器 {f台杯 11.6 7.<l 6.5 56 U 3,6 ヘラ切りナデ 還元硬炊 紫灰

16'1 /II 須恵器 イI'台杯 14.0 4 2 白色閉 還；；；硬質 ¢t灰

I岱 JII 須忠器 布台杯 15.8 10.0 5.2 32.9 3, 7 ヘラ切りナデ 還冗硬質 灰H
166 /II 須，恵器 1［台碗 16.6 10.2 4. 7 28.3 2 3 ヘラ切りナデ 県色吹UI 還元硬質 灰

167 9 1 1 須慰器 1i台杯 7.0 ヘラ切りナデ 還元硬質 )'t灰

168 /II 須恵器 tf台杯 5 0 ヘラ切りナデ 還元衷質
1外迅面及び体部外iliil：：：

灰白
I!I沼

169 9 1 1 須恵器 fi台杯 7 4 ヘラ切りナデ 還］じ硬質 灰 外底OOI：：漆移き

170 l I I 須9¥!.（器 無台杯 11.0 3.6 還元硬質 什灰 体部外面に屈お r木J

171 l l l 須恵器 熊台tf 11.0 3 2 還元硬質 青灰
1体部外面に限w
r* ？ 

172 JII 須．恵器 蕪台杯 11.0 7.4 3.1 28.2 16.0 ヘラ切りナデ 還冗硬灯 灰

173 JII 須恵器 無台杯 11.8 7.6 3.0 25.•I 18,6 ヘラ切りナデ 熱色吹1ji 還元硬質 ＃灰

174 JII 須恵器 焦台杯 11.8 7.6 3.9 33.1 19 5 ヘラ切りナデ ,，.u色玖祖 還元硬質 tfl沃
175 JII 須恵器 熊台杯 12.0 3, 8 還冗硬蚊 灰 i本部外面に投11~ r木」

176 JII 須恵器 撫台杯 12.0 ,l, 1 還冗硬質 1t灰 体部外面に魁19

177 )II 須恵器 焦台tr; 12 0 3.5 還元硬質 灰 体部外面に扱杓 r木』

178 ) 1 9 須恵器 燕台tf; 12 0 S.6 2.9 24.2 7.0 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰

179 /11 須恵器 烹台杯 12 0 7.0 3.1 25.8 18.4 ヘラ切りナデ 還JC硬質 暗灰

180 I I I 須恵器 撫台杯 12 0 7.6 3.1 25.8 21, 5 ヘラ切り勅いナデ 県色吹出 還Jじ硬質 仄

181 /II 須恵器 熊台杯 12.0 6.8 3.0 25.0 16 0 ヘラ切りナデ 還元硬‘且 ft灰
I体部外面に以む

r*: 

182 9 1 1 須恵器 無台杯 12.0 6.2 3 0 25.0 30 0 ヘラ切りナデ 県色吹t1i 還元硬質 冑灰
1体部外面に凶む

r太？

183 9 1 1 須恵器 燕台杯 12.0 7.2 3.1 25.8 7. 7 へう切りナデ 還元硬質 胄灰

184 JII 須忠器 無台杯 12 0 8. 4 3.3 27.5 4.4 還冗やや軟質 灰 体部外面に漆行き

185 /II 須恵器 無台杯 12 2 6.6 2.9 23.8 17.4 ヘラ切りナデ 還元硬質 ft灰

186 )II 須恵器 無台杯 12A 8.6 2, 9 23.4 9.0 ヘラ切りナデ 還元硬質 i't灰

187 JII 須恵器 無台杯 12.4 7. 4 2.9 23.4 6. 2 ヘラ切りナァ 還冗硬竹 廿灰

188 J I I 須恵器 無台杯 12.4 7.8 3, 0 2,1.2 12.0 ヘラ切りナデ 県色吹出 還元硬質 灰

189 l i l 須窓器 無台杯 12.6 6.8 2.9 23.0 17.0 ヘラ切りナデ 還フc硬質 冑灰

190 JII 須恵器 無台杯 12.6 8.0 3,0 23.8 ,1.5 ヘラ切り弱いナデ 還元硬炊 冑灰

191 j 1 | 須恵器 無台杯 13.0 3.5 還元硬質 冑灰 体部外面に墨術’禾」

192 JII 須恵器 無台杯 8.2 ヘラ切りナデ 還元やや歓質 灰 外底面に漆嘗き

193 JII 須恵器 1i台碗 8.4 IA¥色吹出 還；；；硬質 灰I‘1

19-1 )II 須恵器 逸 7.2 還冗硬質 灰 I‘1 外底面に屈色付芍物

195 )II 須恵器 瓶 12.0 6.2 外一沈線 還元硬質 fi灰 器仏］は酸化荻質

196 JII 須恵器 瓶 15.0 1.0 !.Iし色吹I・li 還元硬質 灰

197 JI! 須恵慇 横瓶 訟．o 3.0 外ー自然釉 還元硬質 灰

198 }l l 須恵器 憤瓶
「外一擬格千IInき 内一1•1心円

還元硬質 灰
"'n 

199 JII 須恵器 横瓶 9.~ 1ヽ1.5
I外祁打か寸aIlilき 1 l ・Jal心円

還元硬質 灰
u,.ll. 

200 /II 須恵器 潰瓶
I外一擬格子1J0さ 内一平行当

還元硬質 ìt灰
.Fl． 

201 !II 須恵器 究
外一平行IInき 内一InI心円当

還元硬質 灰i'.1
n. 

202 )II 須恵器 甕
外一擬格子110さ 内一1,,1心1り

還元硬質 9̀,'灰
当且．

203 JII 土師器 規 12 0 5, 4 Jl 拉 n象い部内面にコゲ

204 /II 土師器 甕 15 0 13.8 
l海綿竹針

良 にぷい橙 日t軒部内面1こ薄くコゲ
I“"江

205 JII 土師器 甕 18.0 3, 0 良 にぶい1且

206 ) 1 1 土師器 聾 6.6 良 暗褐 内面にコゲ

207 J I l 土師器 鍋 32.0 I 8 良 浅黄橙

208 Jlf 土師器 鍋 32.0 1 8 礫 良 橙

209 JII 上師器 鍋 31.0 1.3 将 渇

2l0 }II 上師器 鍋 35 0 2. 7 礫 良 橙

211 }II こl:師器 鍋 3-1.0 外一'11行IInき 将 桟黄橙 外ii'iilこ煤

212 /II -l:製品 支脚 14.0 手捏ね 伸 橙

213 9 1 | 上製品 l:錘 手捏ね にぷい貿澄 外面に煤

214 9 1 1 木製品 曲物底

215 JII 木製品 樋状製品

216 J I I 木製品 樋状関品

217 須恵料 ＂;jj 91部ケズリ 還冗硬質 暗11,灰

218 須恵器 杯蓋 頂部ケズリ 酸化やや軟質 にぶい橙

219 須恵器 杯蓋 頂部ケズリ 還元硬質 灰

220 須恵器 杯蘊 頂部ケズリ 還元硬炊 灰

221 須恵器 ＂；蓋 頂部ケズリ 還9t硬質 灰

222 須恵器 杯滋 12.2 2.6 13.2 ヘラ切りナデ 礫 還冗硬質 灰白

223 須恵器 杯醤 13.0 9.2 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰

22•1 須恵器 杯蓋 13.0 Z.2 遠元硬質 り1胄灰

225 須恵器 杯滋 13.0 3 5 頂部ケズリ 1.l＼色吹出 還元硬質 灰白

226 須恵器 杯益 J 3.o 12 0 ヘラ切りナデ 還冗綬竹 灰

227 須恵器 杯蓋 13.6 2.6 4 4 ヘラ切りナデ 礫 還9じ践質 ,n,•灰

228 須恵器 杯蘇 14.0 5 0 外ー自然釉 還元硬＂ 灰白

229 須恵器 杯滋 1ヽ1.0 6 0 還元硬灯 灰

230 須恵器 杯鉗 15.0 3.5 還元硬灯 灰

231 須恵器 杯滋 lS.O 3 2 還JC閥質 灰
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池 追構 建物 帷頌 器積 n径 底径 器塙 柑数
残存

迅堅 胎J: 焼成 色潤 偏存
X''11< 

232 須恵器 tr-~ 15.0 3.1 12 6 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰白

233 須恵器 tf森 16.0 11 4 頂部ケズリ 還・）じ硬質 灰

2糾 須恵器 杯必 18.0 4.5 
ヘラ切リナァ 内一I.I:I:げ寸

デ
還元硬質 炊

235 須恵器 布台杯 9 6 6.0 l.7 49.0 7.0 酸化やや軟質 にぷいほ

須恵器 1i台rf JO 6 i.8 3.6 34.0 16.5 
ヘラ切りナr r;-11:.1.:げナ

還元硬質 棋灰236 
デ 237 

須恵器 布台杯 11 0 6.2 、19 •11.5 4.3 ヘラ切りナデ 還冗硬質 灰

238 須忠器 {1-台杯 ll、1 7.0 91 7 ,l l. 2 8.0 ヘフ切りナデ 還元硬質 if灰
239 須恵器 布台杯 11 S 6 8 4 8 ・10.7 8.0 還元硬質 i’f灰
240 須恵器 布台杯 12.0 6.2 ,j 6 没．3 5.2 ヘラ切りナデ 還冗硬質 灰 (,9,'）

211 須恵器 h台fl; 12,1 8 8 3 9 31.5 ヘフ切りナデ 礫 還冗硬灯 灰

242 須恵器 有台杯 12 8 8 0 3 8 29. 7 2.9 還冗硬質 灰fl
2.13 須恵器 11t:tf 12.S 1.,1 ,J.J 32.0 5.0 ヘラ切りナデ 還冗硬灯 灰臼 内底面1qt1然釉

2.14 須忠器 布台tf 13.0 7.0 還元硬it 灰

245 須恵沿 htr杯 13.0 1.7 !.Iし色吹Ill 還元硬質 灰白

246 須俎器 有古杯 13.G 7. •I 6 0 44. I 1ヽ.4ヘラ切りナデ 還元硬質 灰

2!7 須恵器 fi台杯 8.,1 ヘラ切りナデ 還JC硬質 灰 内底面に自然釉

2,1s 須恵骰 有台tf; 6.8 ヘフ切りナデ !l¥色吹UI 還元硬質 灰白 外底面に自然釉

219 須恵器 態台杯 11.0 1.0 2 ̀  8 25.5 16.3 ヘラ切りナデ 還元硬質 灰
邸 須恵器 熙七n; 11.8 i.O 2 7 22.9 8.4 ヘラ切りナデ /l1色吹tlJ 還元硬質 冑灰

251 須忠器 燕台I’f JJ.8 6.8 2.8 23. 7 16.4 ヘラ切りナデ 還元硬質 冑灰

252 須恵器 熊台杯 11.S 7. 8 3.1 26.3 8.3 ヘラ切り煕潤整 還元硬質 暗i9f灰
253 須忠器 無台杯 12.0 3.8 ヘラ切り十デ 還］じ硬質 青灰

25.J 須恵柑 無台杯 12.0 7.S 2. 7 22, 5 3.0 還7じ硬質 冑灰

255 須恵器 無台杯 12.0 9.4 3.0 25.0 6.8 還フじ践質 灰

2-56 須恵器 無台杯 12.0 8.8 3. i 28.3 27.7 ヘフ切りナデ 還元硬費 冑灰

257 須忠器 無台杯 l2.0 8.8 3. 41 28.3 7.6 ヘラ切りナデ 還元映質 ¥'t灰
258 須忠器 無台り1; 12.0 8.6 3. 7 30.8 11.0 ヘラ切りナデ 還元硬質 黙灰

259 須む器 無台tf 12.J 7.6 2.9 24.0 17.6 ヘラ切りナデ 還冗顔質 灰

260 須恵器 煕台杯 12.2 7. 4 2.9 23.8 6.2 ヘラ切り刺くナデ 黒色吹IU 還冗硬質 灰

261 須恵器 熊台杯 12.2 8.0 2.9 23.8 24, 0 ヘ7切りナデ 還元硬質 ft灰
262 須恵器 熊台杯 12.2 8.2 2.9 23.8 12.0 ヘラ切りナデ 還元やや軟質灰

263 須忠器 無台杯 12.2 8.0 3.-1 27.9 24.0 ヘフ切りナデ 還元やや献貨灰

264 須恵器 熊台ki; 12.4 8.8 3.3 26.6 18.0 ヘラ切り無調整 I.I¥色吹Ill 還冗硬賃 灰

265 須！ど：器 無台杯 12.6 6 3 還冗やや歓質 ¥¥灰
266 須恵器 熊台杯 12 6 8,8 3.1 24 6 13.3 ヘラ切りナデ 還元やや軌質灰

267 須恵器 無台杯 13 -I 9 6 3 2 23.9 3 S ヘラ切リナデ 還元やや献質 灰

268 須恵器 無台杯 12.8 10.8 2 8 21.9 •1 . 8 ヘラ切りナデ 還元硬質 紫灰

269 須恵器 無台杯 13.0 3 8 還7c硬質 灰 f本部外面に扱，1f（*J 

2i0 多1恵器 無台杯 13.0 7.0 2 9 22.3 7.8 ヘラ切りナデ 沼元やや献質 灰

271 須．を⑫＇ふ 無台ft 13.0 8 2 3 I 23.8 5 0 ヘラ切りナデ 還9じ硬質 i'f灰
272 須恵器 照台杯 13.0 9.4 3.2 24.6 9.0 ヘラ切り燕調整 遠元硬質 )＇,'灰 ゆがみ大きい

273 須忠器 無台杯 13 0 8 6 3 3 25.,l 5.0 ヘラ切りナデ 駿化献質 浅黄澄

274 須忠器 熊台れ； 12 6 8 2 3 2 25. 4 7.7 ヘラ切りナデ 還元やや軟質 灰

275 須恵器 無台杯 13 0 9 8 3.j 26.2 15 2 ヘラ切り熊調整 礫 還元硬質 灰

276 須忠器 無台tf; 13 0 7.4 3 5 26.9 20.5 ヘラ切リ煽くナデ 還元硬質 ＃灰

277 須忠器 無台ff; 13.<I 9 0 3 7 27.6 2.6 ヘラ切りケズリ 酸化硬質 にぷい渇

2i8 須恵器 無台杯 7.0 ヘラ切りナァ 辺冗硬質 灰 外底而に掲沿

279 須忠器 無台杯 7.6 ヘラ切りナデ 還元軟竹 灰 外底而に墨む r千』
280 須恵器 無台杯 7.0 ヘラ切りナデ 酸化軟買 灰白 体部外面に憬炉丸？

281 須恵船 {i台椀 6 0 還元硬質 灰 (fl)
282 須恵器 '{i台杯 13,6 9.0 3.9 28. 7 9.2 ヘラ切りナデ 荘元硬質 灰

283 須恵器 有台ff< 17.0 •1 . 2 還元硬質 灰

2&1 須恵器 布台杯 17.o 10.0 4.8 28.2 2.7 還元やや軟質 灰白

磁 須w．器 {[台碗 16、0 s.o 7.6 47.5 16.0 遠冗0更質 灰

286 須恵器 無台碗 6. 4 回転糸切り態調漿 還冗やや軟償 灰白

287 上師器 W台t1: 8..J ヘフ切りナデ 良 にぶい褐

288 土師器 焦台tF 12.0 S.8 3.5 29.2 I. 7 ヘラ切りナデ 普 ほ

289 I：師器 無台杯 13.0 3.0 良 橙

290 l：師器 熊台杯 14, 0 9 6 3.6 25. 7 6.5 器 且 浅黄橙

291 上帥器 無台t1: 9 0 ヘラ切りナデ 軟質 恨
292 上師器 無台碗 5.0 阿転糸切り無霜整 軟質 浅黄橙

293 土師器 無台碗 12 0 5.2 3.7 30.8 9.4 I"]転糸切りナデ？ 杵 淡椛
勾-I 土師器 燕台碗 13 0 4.0 内ーミガキ ・/.¥＼色処理 良 浅黄橙

295 灰釉囚器 W台碗 5.6 良好 灰白 袖寓淋緑 ・光ヶ丘 1砂

296 須恵器 壺俎 還九硬質 灰

297 須恵器 壺凶 還元硬質 灰

298 須恵器 壺涵 12 2 3. l i.0 内一不定方向の十デ 海綿竹針 還元硬灯 暗灰

299 須恵器 壺蓋 13 0 6 0 還冗硬質 灰(-I

300 須忠器 壺磁 15 0 2, 5 頂部ケズリ 還元硬質 灰白

301 須患器 短頸壺 12.0 •I.O 還元硬質 灰

302 須恵器 短頚壺 12 6 !i.5 限色吹IIi 還元硬行 灰

303 須忠辟 壺 8.2 外一体部下位ケズリ 還元やや献竹 灰fl
3().1 須恵器 壺 8 2 還・ん硬竹 灰

305 須恵器 壺 8.8 外一体部下位ケズリ 還元硬灯 灰

306 須恵堺 艮瑣期 外一日然釉 還元硬質 灰

．荀7 須恵僻 及瑣瓶 11.0 2 5 頑部中位に2条の沈線 礫 還元硬竹 陪灰

308 須恵器 長頚瓶 15.2 11.0 還元硬質 灰 器表に摩耗認められず

309 須恵器 憤戟 11.0 9.0 外一平行叩き 還元硬質 灰 (i’f)
310 須忠器 憤断 11.6 12.0 内一固心1'Iガ具 還x硬質 灰

311 須息器 横瓶 10.G 7.5 外一擬格～f叩き 内一1司心Pl当具 還元硬買 1礼灰
312 須）と（器 鉢 27.0 8 0 咤 還x硬竹 灰
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汝し 遺溝 建物 種類 器蘊 口径 底径 器高 指数
残存

調盤 胎l: 焼成 色覇 傭考
x／祁

313 須恵器 甕 14.0 5.0 
I外一擬格子叩き 内一平nョ

還元硬質 籍オリープ灰
IR. 

314 須恵器 甕 19 0 3.0 還元硬質 灰

315 須恵器 甕 22.0 3.2 
1外一平灯叩き ・カキメ 内一

酸化軟質 にぷい橙
991心l'l当且．

316 須忠器 甕 22.0 2.5 
外一擬格子JI胆き 内一1日1心ドI

還元硬質 灰 (11) 器肉中央酸化9[； n. 

317 須恵器 甕
I外一擬格子叩き ・カキメ 内一

還元硬質 灰 (9It)
同、1,・,IlI当且

318 須恵器 甕
外一擬格子叩き 内一1"1心I’I

遵元硬質 灰
出n_

319 須恵硲 甕 59 0 外ー波状文 還元硬質 灰

320 須恵器 甕 60 2 l.8 外ー波状文 ・沈線 還元硬質 灰

321 須恵器 鉢 39.0 外ーケズリ 内一ハケメ 還冗やや軟質 灰白

322 須恵器 甕
I外一擬格子叩き 内一放射当

還元硬質 灰（腎）
n 

323 須恵器 甕
外一路子叩き 内一Inl心円当

LI. 
還元硬質 灰

324 須恵器 甕
外一擬格子叩き 内一l"1心FI

還元硬質 灰
出1)_

325 須恵器 甕
1外・擬格子叩さ 内 ,,•l心1リ

還元硬質 灰
出＿11

須恵器 甕
I外—輝研Ilrlき ・ カキメ 内一

還元硬質326 
同』1,、rn出且

灰

327 須恵骰 甕
外一擬格子4l[1き 内一伝・(.‘ドI・

還元硬質 灰
平行当且

328 須恵器 甕
外一擬格子叩さ 内一回心rり・

還元硬質
*'ぇュ．邑；且

灰白

329 須恵器 甕
外一擬格子叩き 内一固心Pl・

還元硬質 灰
n9二．un 

3:'lO 須恵器 甕 外ー格子叩き 内一平行当具 還元硬質 灰（W)

331 須恵器 甕
外一凝格子叩き 内ー1dl心円

還元硬質 行灰
出P

332 土師器 甕 11.0 9 0 普 浅没橙

333 土師器 甕 13.0 5 0 内ーヨコハケ 普 ほ

334 土師器 甕 13 0 3, 8 雲斑 普 にぶい褐色 ロ粒部内面にコゲ

335 土師器 甕 12 0 15 0 普 橙

336 土師器 甕 14 0 3 5 礫 良 桟黄困 n緑部内面にコゲ

337 土師器 甕 16.0 1.2 外ータテハケ 内ーヨコハケ 普 浅黄橙

338 土師器 甕 16 0 1.3 雲母 • 長石 良 暗掲

339 土師器 甕 16.0 2.5 不良 褐色

340 土師器 復 18 0 3 6 良 浅黄也

3~1 土師器 甕 18.0 2 4 良 浅黄椛

342 土師器 甕 19 0 2 5 やや不良 匿

313 土師器 甕 19 0 4 0 普 ほ

314 土師器 甕 20,0 3 I 普 橙

345 土師船 甕 20 0 3 9 管・ 橙

346 土師骰 甕 19 0 外ータテハケ 仔 阻

347 土師器 甕 20 0 8 4 外ークテハケ 苔 ほ 外面体部下半に煤

348 土師器 甕 20 0 5.0 良 浅橙

349 土師器 甕 22 0 2.2 良 浅黄橙

350 上師器 甕 25 0 1.8 舒 浅黄恨

351 上師器 甕 28 0 2.1 礫 良 浅黄橙

352 土師器 甕 6.0 将 橙

353 土師器 甕 6.0 やや不良 橙 体部外面に煤

354 土師器 鍋 28.0 4.4 良 橙 体部外面に煤

355 -I:師器 鍋 32.0 1.7 抒 橙

356 J:師器 鍋 32.0 10.3 良 橙

357 土師器 鍋 32.0 2.0 良 橙

蕊 J:師器 鍋 32.0 2.0 籾 やや良 浅貨橙 外面9本部下半に煤

359 土師器 鍋 32.6 2.8 良 橙

拗 土師器 杯 7.2 5 0 3.0 11.0 外ーケズリ 良 浅贄橙

361 土師器 杯 8.0 II 0 普 浅貿橙

362 土師器 杯 18.0 2 9 良 浅黄橙

363 土師器 高杯 6.2 良 浅黄橙

364 土師器 布41: 8.4 普 橙

365 土製品 闊羽n にぷい赤褐

366 ::l：製品 文糾I 12 2 14.8 普 橙

367 土製品 支脚 14 8 普 悦

368 土製品 支糾l 12.0 普 橙

369 土製品 支脚 10.4 普 橙

370 :1：製品 支演I 12 0 普 橙

371 土製品 支脚 11.0 普 橙

372 土製品 支脚 11.2 普 橙

373 鉄製品 JJ子 7H・ 
374 石骰 ai製石斧 蛇紋灼

375 珠洲焼 播針 2 8 2.7 口投部に波状文 海綿ft針 還元硬質 暗冑灰

376 古銭 「i阜化元貨J宋 990~
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井ノ町遺跡出士柱根観察表

No. 逍構番号 残存長 最大幅 最大厚 建物 備考

11 SP 173 51.5 29.7 19.0 SB-1 

12 SP 193 62.0 23.3 25.0 SB-1 

13 SP 230 36.4 22.3 23.5 SB-1 

14 SP 241 50.2 27.0 20.7 SB-1 

15 SP 283 69.2 22.5 22.7 SB-1 

16 SP 284 58.8 24.5 24.4 SB-1 

17 SP 174 53.l 25.3 21. 5 SB-1 

27 SP 137 33.8 16.7 14.0 SB-6 

29 SP 294 14.6 10.8 8.2 SB-5 

30 SP 293 18.3 7.5 8.4 SB-5 

51 SK 12 26.2 15.l 13.7 

52 SP 389 88.9 21.1 16.7 

85 SP 153 23.3 12.2 11.0 

86 SP 39 27.0 11. 2 11.0 

87 SP 48 17.1 8.6 7.5 

106 SK 338 40.5 14.6 13.6 

井ノ町遺跡掘建柱建物計測表

建物No. 間数 方位 規模 (mり 備考

SBl 2X4 N -52° -W 35.91 南東面に廂

SB2 2X3 N-45°-W  20.53 

SB3 1 X 2 N-38°-W 9.57 

SB4 2X3 N -37° -W 35.64 

SB5 3X3 N-30°-W 48.28 

SB6 2X2 N-44°-W 20.77 

SB7 2x2 N -50°-W 15.67 

SB8 2X3 N -10°-W 18.55 

SB9 1X2 N-6°-W 2.88 

SB 10 1 X 2 N-36°-E 10.18 

SAl 3 N -41°-W 
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報告魯抄録

ふりがな いのまちいせきはっくっちょうさほうこくしょ

書 名 井ノ町遺跡発掘調査報告書

副 魯名 県営ほ場整備事業浜忠地区に伴う発掘調査

シリ←ズ名 西山町文化財調査報告粛第 6集

編集者名 中島義人

編集 機関 西山町教育委員会

所在 地 〒949-4193 新混県刈羽郡西山町大字池浦117-2

発行年月日 2001年 3月

ふりがな ふりがな コード 北 緯 東 経 調査面精

所収遺跡名 所在地 市町村'"""’→- aロ ゜
／ II 

゜
I “ 

調査期間 m2 調査原因
函呻ワ

1.:じがたけんかりわぐんにしやま主ら 19981008 県営担い手育成ほ
いのまらいせさ 新潟県刈羽郡西山町
井ノ町遺跡 おおあざはまただあさいのまら 15505 170 37 28 49 138 39 17 ～ 2,500 場→F滉甜兵忠地

大字浜忠字井ノ町
19981224 区による

所収追跡名 種別 主な時代 主な遣構 主な遺物 特記事項

土師器 ・須恵器 ・鉄滓 ・フィ
麟士器 ・鉄生産

井ノ町遺跡 散布地 古代 掘建柱建物 ・士坑 ・溝 ・川跡等 ゴの羽ロ ・柱 ・木製椀 ・木製
関連遺物が出土

品 他
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遺構全体図 図版 1
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